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おみたま市議会だより

　令和 5 年 10 月 7 日 （土）、 「第 1 回おみたま花火大会」

が大井戸湖岸公園にて開催され、 5,000 発の花火が打ち

上げられ夜空を鮮やかに彩りました。



2   令和 5 年 9 月定例会

▲小美玉市議会議場にて

令和 5 年　第 3 回定例会

～令和 4 年度の決算を審査～

8 月 30 日～ 9 月 19 日 「決算議会」 を開催

　令和５年第 3 回定例会は、 8 月 30 日から 9 月１９日までの 21 日間の会期で開かれ、 令和４年度決算

議案を含む２８件の議案等を審議しました。 健全化判断比率等の説明を受け、 市財政の健全度を確認する

とともに、 決算議案は特別委員会での審査のあと、 本会議で採決を行いました。 （審議結果は 6、 7 ページ）

　

私
た
ち
は
、
令
和
元
年
12
月
よ
り
４

年
間
、
市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
に
携

わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
11
月
30
日
を

持
ち
ま
し
て
任
期
満
了
と
な
り
退
任
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
方

に
は
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
多
大

な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
議
長
と
し
て
、
日
々
「
和
を
以

て
貴
し
と
為
す
」「
広
く
会
議
を
興
し

万
機
公
論
に
決
す
べ
し
」
を
信
条
と

し
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。
短
い
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が

議
長
と
し
て
職
務
を
全
う
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
同
僚
議

員
、
そ
し
て
島
田
市
長
を
は
じ
め
執
行

部
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

任
期
中
は
、「
議
会
の
憲
法
」
と
称

さ
れ
る
、「
小
美
玉
市
議
会
基
本
条
例
」

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
市
民
の
付
託

に
応
え
う
る
開
か
れ
た
議
論
に
基
づ
く

公
平
公
正
な
議
会
」
を
目
指
し
、
議
会

改
革
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る
と
と
も

に
、
議
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
べ
く

全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
議
会
運
営
を
図

っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
感
染
拡
大
に

よ
り
、
社
会
・
経
済
を
大
き
く
揺
る
が

し
ま
し
た
。

　

市
議
会
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
接
触
機
会
の
軽
減
及
び
新
た
な

生
活
様
式
へ
向
け
て
、
開
か
れ
た
議
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
議
会
映
像
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
開
始
し
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
本
議
会
の

模
様
が
視
聴
出
来
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

議
会
改
革
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

市
政
と
共
に
手
を
携
え
、
Ｊ
Ｒ
羽
鳥

駅
橋
上
化
、
小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー

の
新
築
移
転
、
玉
里
学
園
義
務
教
育
学

校
・
小
川
北
義
務
教
育
学
校
の
開
校
、

よ
つ
ば
幼
稚
園
が
開
園
す
る
な
ど
市
民

生
活
の
向
上
に
向
け
て
の
多
様
な
取
り

組
み
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
小
美
玉
市
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
地
球
規
模
の
観
点
か
ら
経
済
・
環

境
問
題
等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
国
内
経
済
・
地
域
社
会
の
活
力
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
少
子
高
齢
化
時
代

に
お
け
る
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
描
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
在
任
期

間
の
中
で
、
議
会
そ
し
て
議
員
個
々
の

活
動
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
、
市
民
の

皆
様
の
声
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
そ
の

責
務
を
全
う
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

４
年
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

最
終
定
例
会
を
終
え
て

小
美
玉
市
議
会
議
長　

荒
川　

一
秀
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▶ 第３回定例会

年度別
小美玉市

県平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｒ  3 6.7％ 20 位 6.3%
25%

（18%）*
R　2 7.3% 24 位 6.5％

R　1 7.6％ 25 位 6.7％

（順位は、 県内 44 市町村の数値の低いほうからの順位）

＊ 早期健全化基準が 18％に達した場合は、 新たな借金

をする際に県の許可を要するなどの制限がある。

実質公債費比率　6.4%

実質公債費比率は、 市の借入金に関わる指標

です。 市が直接借りたお金だけでなく、 間接

的に借りたとみなされるもの （ごみ処理施設

組合が設備更新のため借入したことに対して、

市が負担金を出した場合など） も含めて、 そ

の年の返済額が、 その年の使い道が自由な収

入に占める割合を出し、 直近の３年間で平均し

たものです。 25.0 を超えると早期健全化基

準 （イエローカード）、 35.0 を超えると財政再

生基準 （レッドカード） に該当し、 財政破綻の

危機があるため県の許可なく市債の借入がで

きなくなったり、 財政再生計画を国に提出し、

財政を立て直ししたりする必要が出てきます。

将来負担比率は市の借入金をはじめとした将

来に渡り支払わなくてはならない費用 （負債）

の総額が、 1 年間の収入規模の何倍になるか

を示した指標です。 家計に例えると、 住宅ロ

ーンなどの残高が年収の何倍になるかを表し

ています。 国が定める基準は 350％未満と

されていて、 この基準を超えると財政健全化

計画を国に提出し、 事業や組織の見直し、 収

入の確保など、 より厳しい財政改善が求めら

れます。

年度別
小美玉市

県平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｒ　3 42.3% 28 位 28.8%

350%*R　2 60.5％ 30 位 39.4％

R　1 64.5％ 31 位 41.9％

（順位は、 県内 44 市町村の数値の低いほうからの順位）

＊将来支払う可能性がある負債の一般会計に対する比率。

将来負担比率　20.1% 

決算認定及び市財政の健全化判断比率状況

一般会計　歳出 （目的別） 令和 4 年度 会計別の決算額

会　計　別 歳入（万円） 歳出（万円）
歳出の

前年度比（%）

一 般 会 計  254 億 4,287 246 億 918 10.3 ↓  

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 51 億 5,137 50 億 6,470 2.4 ↑

後期高齢者医療保険 6億 5,001 6 億 4,794 7.0 ↑

農 業 集 落 排 水 3億 3,031 3 億 1,995 2.1 ↑

戸 別 浄 化 槽 4,601 4,190 19.3 ↑

霊 園 3,224 3,152 186.5 ↑

介 護

保 険

（ 事 業 ） 41 億 4,255 40 億 2,963 0.1 ↑

（サービス） 1,005 823 107.3 ↑

合　　　計 358 億 540 347 億 5,306 7.0 ↓

企
業
会
計

水 道
収益的収支 8億 8,670 8 億 1,688 1.2 ↑

資本的収支 6億 1,064 9 億 4,551 11.8 ↑

下水道
収益的収支 11 億 9,418 10 億 9,249 2.7 ↓

資本的収支 6億 4,410 10 億 471 6.4 ↓
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ワクチン接種者の予測に対し、 実施率は想定に近く

なっているか。 今も感染者は減少しておらず、 接種

のメリット周知がより必要と思う。

対策についての見解はどうなっているか。

手数料と委託料の内容は。

　特別委員会 Q & A

決　算　議　案

新型コロナワクチン接種事業

新型コロナウイルス感染症のまん延防止対策と

して、 市民に迅速で安全な新型コロナウイルス

ワクチン接種を推進するための体制整備を実施

する。

決算額　2 億 2,175 万 227 円

決　算　議　案

ふるさと寄附金事業

市及び市の特産品をＰＲし、 ふるさと応援寄附を募るこ

とにより、 市の知名度向上並びに地域振興を図る。

決算額　1 億 5,488 万 2,853 円

令和 4 年度の接種計画では、 接種者総数 61,264

人、 接種率 74.2% で想定していたが、 実績は

58,127 人、 接種率 70.4% であった。 想定より

4% 程度低いものの、 高齢者や基礎疾患を有する

方等を対象とした 3 回目以降の追加接種率は想定

通り 60% 接種率で実施した。

厚労省の啓発資料によると、 秋以降の接種に用い

るワクチンは、 重症化予防効果はもとより発症予防

効果の向上が期待されると考えられている。 本市も

引き続き、 予防接種と感染予防について広く周知し

ていく。

手数料は、 主に各種ポータルサイトを介し

た寄附について、 手数料を運営会社に支

払うもの。 その他、 クレジットカード決済

に伴う手数料、 返礼品配送にかかるシステ

ム連携手数料、 税控除関係の処理手数料

等となる。

委託料は、 ふるさと納税にかかる運営業

務を委託したもの。 主な業務内容は、 寄

附情報管理、 返礼品の在庫及び配送管理、

返礼品ページの制作、 ポータルサイトの運

用、 返礼品の新規開拓、 寄附者及び返礼

品提供事業者からの問い合わせ対応等と

なる。

回答

回答

議員

議員

　9 月定例会は、 市長から提出された令和 4 年度決算議案

の審査を行うため、 9 月 11 日決算特別委員会を開催しまし

た。 議長と監査委員を除く委員で構成され、 質疑通告制に

により慎重に審査を行いました。 委員からどのような質疑や

要望があったのか、 その一部についてお知らせします。

決算特別委員会 で 審査

▲決算特別委員会議案審査



5議会だより 第 71 号

　  特別委員会 Q & A

決算審査は、 次年度予算編成につなげるための大事な審査

です。 ここでの審査を踏まえ、 予算編成し、 予算審査を経て、

事業が実施されます。 このようなサイクルを繰り返し、 市政

運営のさらなる向上が図られます。

予算審査

予算編成

予算執行 ↵

↵

↵

↵

決算審査
予算が適正かつ効率的に
使われたかの審査

決　算　議　案

元気わくわく支援事業

ひとり暮らし高齢者及び高齢者世帯に対

して見守り支援を含めた、 生活支援を行

うことで、 高齢者福祉を推進し安心して

生活できる地域社会づくりを目指す。

決算額　339 万 5,943 円

決　算　議　案

高齢者等ごみ出し支援事業

高齢者等で家庭でのごみ出しが困難な世帯に対して、 ごみ出

し支援を行う行政区へ交付金を交付する。 また、 これにより

住んでいる行政区とのつながりを深め、 見守り活動や行政

区の脱退防止を目的とする。

決算額　11 万 3,650 円

決　算　議　案

合併特例推進事業

町村合併による行政区域の拡大により、 市民生活の行動

範囲が広がったものの、 その移動手段は自家用車に依存

することになるため、 高齢化社会を踏まえた、 交通弱者

に対応するため、 快適な移動手段の確保を目的とする。

決算額　5,770 万 4,033 円

愛の定期便事業の利用申請時には

チェックリストにより生活状況を確

認し、 見守りが必要な対象者である

か判断している。 他の見守り事業を

利用している場合は対象者から除い

ている。

利用者数は、 令和 2 年度 23,119 人、 令和

3 年度 27,824 人、 令和 4 年度 41,694

人と増加している。 利用者の少ない時間帯

やルートに対しては、 今後、 地域公共交通会

議に図りながら改善をしていく。

高齢者等ごみ出し支援事業については、 令和 4 年度にモデル

地区を選定し、 試験的に事業を開始、 令和 5 年度より本格的

に事業を開始したところである。 直近の課題として、 事業の周

知及び地域住民の協力が必要不可欠となっている。 周知は、

区長便を活用したチラシの配布及び、 民生委員や福祉委員へ

説明会等を開催することで、 広く周知できるよう努めていく。

減額理由に対象者を精査したとの記

載があるが、どのように精査したのか。

コミュニティバス利用実績について利用実績

は増えているのか、 順調なのか。 また、 集

客の無い時間帯の運行変更を精査している

か。 具体的な取り組みについて伺う。

当初予算に対しての執行率を見ても、 事業の方向性には大き

な課題があると思うが来年度予算編成における課題を伺う。

議員

議員

議員

回答

回答

回答
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第３回定例会　審議結果等一覧（全28件）令和 5年

■条例 （3 件）

43
小美玉市個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部を改正する条例について

生活保護における医療扶助のオンライン資格確認の導入に伴い、 生活保護法

に準じて実施する生活に困窮する外国人に対する保護の措置に関する事務

において、 新たに個人番号を利用するため所要の改正を行うもの

文教

福祉
可決

44
小美玉市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例に

ついて

小美玉市立元気っ子幼稚園と小美玉市立玉里幼稚園の統合に伴い、

小美玉市立玉里幼稚園を廃止するため、 所要の改正を行うもの

文教

福祉
可決

46
小美玉市火災予防条例の一部を改正する条例に

ついて
国の示す省令の一部改正に伴い、 所要の改正を行うもの

産業

建設
可決

■補正予算 （9 件）

47 令和５年度小美玉市一般会計補正予算（第４号）
[補正額]　　　　　　 2億1,191万4千円

[補正後額]　　　　 230億  749万5千円
各委員会 可決

48
令和５年度小美玉市国民健康保険特別会計

補正予算 （第１号）

[補正額]　　　　　　    2,208万6千円

[補正後額]　　　　     52億6,394万円

文教

福祉
可決

49
令和５年度小美玉市後期高齢者医療保険特別会計

補正予算 （第１号）

[補正額]　　　　          339万9千円

[補正後額]　　　　   6億9,297万6千円

文教

福祉
可決

50
令和５年度小美玉市農業集落排水事業特別会計

補正予算 （第１号）

[補正額]　　　　          279万8千円

[補正後額]　　　　   3億2,386万3千円

産業

建設
可決

51
令和５年度小美玉市戸別浄化槽事業特別会計

補正予算 （第１号）

[補正額]　　　　          527万7千円

[補正後額]　　　　   1億3,304万1千円

産業

建設
可決

52
令和５年度小美玉市霊園事業特別会計補正予算

（第１号）

[補正額]　　　　           21万6千円

[補正後額]　　　　      1,522万7千円
総務 可決

53
令和５年度小美玉市介護保険特別会計補正予算

（第１号）

【保険事業】

[補正額]　2億1,019万3千円　[補正後額]　42億1,135万4千円

【介護サービス】

[補正額]　     181万8千円　[補正後額]　      971万8千円

文教

福祉
可決

54
令和５年度小美玉市水道事業会計補正予算

（第１号）

【収益的収入及び支出】 

支出   ［補正額]            △ 92万9千円

 　　  [補正後額]　　　 8億5,231万7千円

産業

建設
可決

55
令和５年度小美玉市下水道事業会計補正予算

（第１号）

【収益的収入及び支出】

収入 [補正額] △321万8千円　[補正後額] 11億8,575万1千円

支出 [補正額]   112万1千円　[補正後額] 11億4,785万2千円

産業

建設
可決

■諮問 （３件）

1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 任期満了に伴い、 木村　利夫　氏を再推薦するもの ー 同意

2 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 任期満了に伴い、 藤田　みち子　氏を再推薦するもの ー 同意

3 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 欠員に伴い、 大場　厚子 氏を推薦するもの ー 同意

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

●
議
案
第
45
号

【
小
美
玉
市
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
】

問給
水
料
金
に
つ
い
て
、
基
本
料
金
、
従

量
料
金
及
び
量
水
器
使
用
量
の
額
の
改

定
と
の
内
容
で
、
何
故
料
金
の
変
更
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
　

小
美
玉
市
の
水
道
料
金
は
、
平
成
21

年
１
月
に
小
川
地
区
と
美
野
里
地
区
の

水
道
料
金
を
統
一
し
て
以
来
、
茨
城
県
内

の
42
事
業
体
の
う
ち
８
番
目
に
安
い
料

金
水
準
を
維
持
し
て
き
た
が
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
に
よ
る
水
道
料
金
収
入
の

減
少
、
原
油
や
電
気
料
の
高
騰
、
老
朽

化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
、
大
規
模
災

害
に
対
応
で
き
る
水
道
施
設
の
耐
震
化

な
ど
の
経
営
課
題
か
ら
、
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
将
来
に
わ
た

っ
て
安
定
的
に
水
道
を
供
給
す
る
た
め

に
は
、
計
画
的
に
老
朽
化
し
た
水
道
施

設
の
更
新
と
耐
震
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、

必
要
な
資
金
を
確
保
し
健
全
な
水
道
事

業
経
営
を
行
う
た
め
、
水
道
料
金
の
20

％
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　　審議結果

議案
番号

案　件　名 内　　容
付託

委員会
審議
結果
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■決算 （5 件）

59
令和４年度小美玉市農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定について

【収益的収入及び支出】

〔歳入〕 3億3,030万7千円　　〔歳出〕  3億1,995万2千円
決算 可決

60
令和４年度小美玉市戸別浄化槽事業特別会計

歳入歳出決算認定について

【収益的収入及び支出】

〔歳入〕    4,601万3千円　　〔歳出〕　   4,190万3千円
決算 可決 

61
令和４年度小美玉市霊園事業特別会計歳入歳出

決算認定について
〔歳入〕　　　 3,224万円　　〔歳出〕　   3,152万4千円 決算 可決

63
令和４年度小美玉市水道事業会計決算認定に

ついて

【収益的収入及び支出】

〔歳入〕 8億8,669万7千円　　〔歳出〕  8億1,688万4千円

【資本的収入及び支出】

〔歳入〕 6億1,063万5千円　　〔歳出]  9億4,550万7千円

決算 可決

64
令和４年度小美玉市下水道事業会計決算認定に

ついて

【収益的収入及び支出】

〔歳入〕   11億9,418万円　　〔歳出〕 10億9,249万4千円

【資本的収入及び支出】

〔歳入〕    6億4,410万円　　〔歳出〕 10億  470万5千円

決算 可決

■請願 （1 件）

2
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の

ための政府予算に係る意見書採択を求める請願

請願者：茨城県教職員組合　執行委員長　中山　幸男

紹介議員：戸田   見良 

文教

福祉
採択

■その他 （2 件）

65 指定管理者の指定について
小美玉市健康増進施設（小美玉市小美玉温泉ことぶき）を管理

する指定管理者を指定するため、この案を提出するもの

文教

福祉
可決

66 市道路線の認定について
開発による宅地分譲に伴い造成された道路を市道羽鳥1661号線

として認定するもの

産業

建設
可決

【賛否が分かれた議案等】　（5 件）

№
議案に対する賛否

（賛成：○・反対：●）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

付託

委員会

審議

結果

山
崎　

晴
生

真
家　

功

戸
田　

見
良

香
取　

憲
一

長
津　

智
之

島
田　

清
一
郎

鈴
木　

俊
一

村
田　

春
樹

欠　

員

石
井　

旭

谷
仲　

和
雄

長
島　

幸
男

岩
本　

好
夫

福
島　

ヤ
ヨ
ヒ

小
川　

賢
治

大
槻　

良
明

田
村　

昌
男

市
村　

文
男

荒
川　

一
秀

野
村　

武
勝

※議長は採決に参加しません。

　　審議結果

45
小美玉市給水条例の一部を

改正する条例について

給水料金について、基本料金、従量料金及び量水器使用料の額を改定するため、

所要の改正を行うもの 産業

建設
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 － 欠

56
令和４年度小美玉市一般会計

歳入歳出決算認定について

〔歳入〕254億4,287万1千円　　〔歳出〕246億918万6千円
決算 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 － 欠

57
令和４年度小美玉市国民

健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

〔歳入〕51億5,136万9千円　　 〔歳出〕50億6,469万8千円
決算 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 － 欠

58
令和４年度小美玉市後期 

高齢者医療保険特別会計 

歳入歳出決算認定について

〔歳入〕6億5,000万8千円　　　 〔歳出〕6億4,793万4千円
決算 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 － 欠

62
令和４年度小美玉市介護

保険特別会計歳入歳出決算

認定について

【保険事業】

〔歳入〕41億4,254万5千円　　 〔歳出〕40億2,963万2千円

【介護サービス】

〔歳入〕1,004万7千円　　　　 〔歳出〕822万8千円
決算 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 － 欠

議案
番号

案　件　名 内　　容
付託

委員会
審議
結果
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産
業
建
設

（委　員）

◎長  島

〇長  津

   野　村

   田　村

   大  槻

   小　川

◆ 

小
美
玉
市
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
45
号
】

問　

企
業
債
の
償
還
計
画
は
。

答　

 

財
政
融
資
資
金
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
か
ら
の

企
業
債
で
あ
り
償
還
期
間
は
30
年
間
で
返
済
す
る
計

画
で
あ
る
。

◆ 

令
和
５
年
度
小
美
玉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
議
案
第
47
号
】

問　

 

農
地
調
整
事
務
費
に
つ
い
て
今
回
補
正
で
提
出
し
た
農

業
台
帳
履
歴
閲
覧
シ
ス
テ
ム
委
託
料
に
切
替
え
た
場

合
、
将
来
的
に
ど
の
く
ら
い
予
算
が
削
減
で
き
る
の
か
。

答　

 

導
入
後
、
４
年
間
で
委
託
料
の
支
払
い
と
相
殺
が
可
能

と
な
り
、
５
年
目
以
降
は
費
用
が
完
全
に
発
生
し
な
い

状
態
と
な
る
。

問　

 

台
風
２
号
に
よ
る

大
雨
警
報
被
害
の

処
理
件
数
は
。

答　

 

発
生
件
数
３
３
２

件
、
対
策
済
み
及

び
対
策
中
に
つ
い

て
は
３
１
５
件
と

な
り
全
体
の
約
95

％
が
対
策
中
で
あ

る
。

◆ 

令
和
５
年
度　

小
美
玉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
議
案
第
47
号
】

問　

 

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
に
対
す
る
指
定
寄
附
金
は
ど
こ

か
ら
の
寄
付
金
か
。

答　

 

株
式
会
社
サ
シ
ノ
ベ
ル
テ
、
株
式
会
社
ト
ー
ホ
ー
測
研
、

岡
田
鈑
金
株
式
会
社
の
３
社
で
４
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

問　

 

公
用
車
入
れ
換
え
に
お
け
る
規
定
は
。

答　

 

今
年
度
、
公
用
車
整
備
計
画
を
策
定
し
、
順
次
入
れ
換

え
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

 

文
書
法
制
管
理
事
務
費
の
条
例
等
整
備
業
務
委
託
料
の

詳
細
は
。

答　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
範
囲
の
拡
大
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
及
び
情
報

連
携
に
係
る
規
定
の
見
直
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
利
用

促
進
、
戸
籍
等

へ
の
氏
名
の
ふ

り
が
な
の
追
記

と
、
公
金
受
取

口
座
の
登
録
促

進
の
６
項
目
に

つ
い
て
そ
れ
に

関
与
す
る
市
条

例
、
規
則
等
を

見
直
す
も
の
で

あ
る
。

◆ 

令
和
５
年
度　

小
美
玉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
議
案
第
47
号
】

問　

 

元
気
っ
子
幼
稚
園
と
玉
里
幼
稚
園
の
統
合
に
よ
り
、
玉

里
幼
稚
園
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

答　

 

公
共
施
設
建
築
物
系
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、
令
和

８
年
度
解
体
予
定
で
あ
る
。
解
体
後
の
跡
地
は 

検
討

中
で
あ
る
。

◆ 

令
和
５
年
度
小
美
玉
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

【
議
案
第
53
号
】

問　

 

認
定
調
査
委
託
費
が
増
え
て
い
く
要
因
と
し
て
、
専
門

職
が
調
査
件
数
に
追
い
つ
か
な
い
と
捉
え
る
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

答　

 

期
間
延
長
が
な
く
、
ま
た
新
規
申
請
が
増
え
た
こ
と
が

要
因
の
一
つ
で
あ

る
。
専
門
職
に
つ

い
て
は
今
年
度
新

た
に
３
名
採
用
す

る
な
ど
、
適
切
に

調
査
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
対
応
し
て

い
る
。

総
　
務

（委　員）

◎香　取

〇戸　田

   岩  本

   石  井

   真  家

   

小美玉市議会は３つの常任委員会 （総務 ・ 文教福祉 ・ 産業建設） を設置しています。

議員はいずれかの委員会に属して議案審査にあたります。9 月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

◎
は
委
員
長
、
〇
は
副
委
員
長

文
教
福
祉

（委　員）

◎村 田

〇島 田

   市 村 

   福 島

   谷 仲

   鈴 木

   山 崎

▲付託議案の審査 （9 月 15 日）

▲総務常任委員会研修 （委員会終了後）

　（RPA ・ AI-OCR 導入業務について）

▲付託議案の審査 （9 月 14 日）

　常任委員会 Q & A
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※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問

市
政
を
質た

だ

す
！

Ｐ  ９　福島　ヤヨヒ

Ｐ１０　島田　清一郎

　　　 戸田　見良

Ｐ１１　山崎　晴生

　　　 村田　春樹

Ｐ１２　長島　幸男

　　　 真家　功

Ｐ１３　長津　智之

　　　 谷仲　和雄

Ｐ１４　小川　賢治

　　　 鈴木　俊一

Ｐ１５　石井　旭

　　　 香取　憲一

    ※質問順

13 名

　　 一般質問

福島　ヤヨヒ

安価で安心安全な命の水の確保を

Ｑ
水
道
の
広
域
化
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
小

美
玉
市
の
安
心
安
全
で
安
価

な
水
道
水
の
こ
れ
か
ら
の
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
水
道
局
長

　「
茨
城
県
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
広

域
連
携
の
検
討
調
整
会
議
で

調
査
検
討
を
行
い
、
将
来
に

わ
た
っ
て
市
民
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
よ
う
慎
重
に
検
討

す
る
。

Ｑ
猛
暑
日
が
続
く
中
、
避
難

所
に
も
な
る
体
育
館
に
も
エ

ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は
あ
る

か
。
公
民
館
や
保
健
施
設
な

ど
エ
ア
コ
ン
の
不
具
合
が
多

い
が
十
分
な
対
応
は
で
き
て

い
る
か
。

Ａ
教
育
部
長

　
全
国
的
に
学

校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
遅
れ

て
い
る
が
、
今
後
国
の
動
向

を
注
視
し
美
野
里
中
体
育
館

は
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
不
具
合
も
予
算

措
置
を
検
討
し
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

【
要
望
】
不
具
合
保
全
の
た

め
の
財
源
確
保
に
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
し
な
い
で

欲
し
い
。

Ｑ
３
地
区
保
健
施
設
の
窓
口

業
務
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援

の
拠
点
を
作
っ
て
ほ
し
い
が

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
策
は
ど
う

進
め
ら
れ
て
い
く
の
か
。

Ａ
保
健
衛
生
部
長
　
３
館
等

し
く
業
務
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
配
慮
し
て
い
く
。
子
育
て

支
援
は
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
設
け
、
高
齢
者
支
援

も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
で
各
課
連
携
し
、
整
備
を

整
え
て
い
く
。

【
要
望
】
窓
口
閉
鎖
の
無
い

よ
う
リ
モ
ー
ト
、
オ
ン
ラ
イ

ン
な
ど
で
も
対
応
し
て
ほ
し

い
。
住
民
健
診
な
ど
は
地
域

へ
出
向
き
実
施
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
国
保
税
の
均
等
割
り
の
廃

止
を
望
む
。
特
に
赤
ち
ゃ
ん

な
ど
収
入
の
な
い
子
供
か
ら

は
税
の
負
担
を
な
く
す
よ
う

検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
保
健
衛
生
部
長

　
未
就
学

児
は
国
で
５
割
減
、
小
美
玉

市
独
自
で
18
歳
ま
で
５
割
減

免
措
置
を
行
っ
て
い
る
。
廃

止
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え

て
い
く
。

【要
望
】
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
は
税

金
を
取
ら
な
い
で
ほ
し
い
。

Ｑ
小
川
総
合
支
所
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
願
う
。
３
階
の
会

議
室
の
利
用
の
た
め
に
も
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
施
設
で
あ
っ
て
ほ

し
い
が
検
討
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
市
民
生
活
部
長
　
小
川
総

合
支
所
が
だ
れ
に
と
っ
て
も

利
用
し
や
す
い
よ
う
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

推進方針を踏まえた広域連携についてさらなる検討を行う
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空
飛
ぶ
ク
ル
マ
は
小
美
玉
市

を
飛
べ
る
の
か
に
つ
い
て

Ｑ
空
の
玄
関
口
を
持
っ
て
い

る
小
美
玉
市
で
は
、
国
の
次

世
代
空
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
社

会
実
装
に
つ
い
て
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

Ａ
市
長
公
室
長

　
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
が
実
用
化
し
普
及
す
れ

ば
、
救
急
救
命
医
療
、
災
害

救
助
、
観
光
レ
ジ
ャ
ー
等
の

様
々
な
分
野
に
お
け
る
活
用

が
期
待
さ
れ
る
が
、
安
全
基

準
を
は
じ
め
と
す
る
制
度
整

備
を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
機
体
の
安
全
性

や
信
頼
性
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
朝
日
航
洋
株
式
会
社
の
誘

致
の
影
響
力
は
。

Ａ
市
長
公
室
長
　
朝
日
航
洋

株
式
会
社
で
は
、
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
実
現
に
向
け
て
静
岡
県

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
実
現
に
向
け
た

取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

本
市
で
は
国
や
先
進
自
治
体

の
実
証
実
験
な
ど
の
取
組
状

況
を
注
視
し
つ
つ
、
ま
ず
は

総
合
計
画
の
基
本
施
策
で
あ

る
道
路
体
系
・
公
共
交
通
の

充
実
に
向
け
た
各
個
別
施
策

を
最
優
先
に
取
り
組
み
、
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
に
関
す
る
提
案

が
あ
っ
た
際
に
は
、
市
民
の

安
全
性
を
十
分
に
配
慮
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
小
美
玉
市
の
空
の
産
業
に

対
す
る
市
長
の
考
え
方
は
。

Ａ
市
長

　
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の

実
現
性
が
向
上
し
、
社
会
実
装

の
成
果
が
確
実
に
得
ら
れ
る
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
定
め
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て

小
美
玉
市
移
住
定
住
の
取
組

に
つ
い
て

▲空飛ぶクルマ （朝日航洋）

戸田　見良

島田　清一郎

Ｑ
農
地
と
の
住
み
分
け
を
行

い
、
定
住
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
よ
う
な
土
地
利
用
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

①
農
業
の
振
興
政
策
に
つ
い
て

②
企
業
誘
致
の
状
況
に
つ
い
て

③ 

長
期
的
な
財
政
収
入
の
見

通
し
に
つ
い
て

Ａ
産
業
経
済
部
長

　

①
小
美
玉
市
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
に
よ
り
各
地
域

で
の
農
地
利
用
計
画
や
保

全
計
画
、
農
家
の
営
農
促
進

計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

田
園
環
境
の
保
全
を
図
り

な
が
ら
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
へ
の
対
策
を
講
じ
た
、
快

適
な
集
落
環
境
の
形
成
を

図
る
。

②
第
二
次
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
茨
城
空
港
ア
ク
セ
ス
道

路
の
周
辺
地
域
や
茨
城
空
港

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ど
に
積
極

的
な
企
業
誘
致
を
推
進
し
て

い
る
。
税
制
上
の
優
遇
措
置

や
雇
用
奨
励
金
の
交
付
な
ど

を
行
い
市
内
産
業
の
振
興
と

新
た
な
雇
用
の
創
出
を
推
進

し
て
い
く
。

③
土
地
利
用
計
画
等
に
よ
り

住
環
境
の
整
備
や
企
業
誘
致

と
産
業
の
立
地
を
進
め
、
雇

用
環
境
の
整
備
や
移
住
、
定

住
を
促
進
し
、
長
期
的
な
財

政
収
入
と
し
て
、
安
定
的
な

税
収
確
保
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

① 

議
会
請
願
、
区
長
要
望
道

路
の
整
備
状
況
。

② 

整
備
要
望
道
路
で
の
災
害

発
生
状
況
。

③
事
業
化
の
決
定
要
因
。

Ａ
都
市
建
設
部
長

　

①
旧
美
野
里
町
で
は
、
３
０

０
件
あ
り
、
こ
の
う
ち
未
実

施
は
１
１
７
件
、
休
止
は
15

件
あ
る
。

②
令
和
５
年
６
月
２
日
の
台

風
２
号
の
豪
雨
で
被
災
し
た

道
路
は
51
件
で
、
要
望
未
実

施
路
線
は
１
件
だ
っ
た
。

③
事
業
化
の
優
先
度
は
、
小

美
玉
市
道
路
整
備
指
針
に
基

づ
き
、
事
業
の
必
要
性
、
重

要
性
、
緊
急
性
、
効
率
性
の

４
つ
の
観
点
を
基
本
に
、
現

地
の
利
用
状
況
や
他
の
地
域

と
の
公
平
性
を
考
慮
し
、
整

備
す
る
路
線
を
決
定
す
る
。

小美玉市の空の産業に対する市長の考え方は

実現性が向上し、 成果が確実に得られる適切なタイミングで取り組んでいく

将来を見据えた土地利用と生活道路の整備

税収の確保に努めながら事業を進める

一般質問
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様々な方法を調査研究し充実が図れるよう検討を重ねていく

　　一般質問

Ｑ
小
美
玉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
お
み
た
ん
号
」
の
現
状

と
課
題
、
問
題
解
決
へ
の
取
り

組
み
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
福
祉
部
長

　
運
行
に
係
る

経
費
は
５
，
６
１
６
万
３
，
８

０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
運

賃
収
入
は
令
和
４
年
度
が
３

７
９
万
６
０
０
円
、
収
支
比

率
は
約
７
％
で
あ
る
。
平
均

利
用
者
数
は
増
え
て
い
る

が
、
朝
夕
の
通
学
ル
ー
ト
の

利
用
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、

日
中
は
１
便
平
均
１
名
に
も

満
た
な
い
ル
ー
ト
も
あ
る
。

利
用
者
数
を
増
や
す
施
策
と

し
て
、
バ
ス
の
現
在
地
が
確

認
で
き
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
市
内

循
環
バ
ス
以
外
の
交
通
機
関

へ
の
乗
り
継
ぎ
の
向
上
を
図

る
た
め
、
運
行
の
見
直
し
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

【
提
案
】
乗
車
率
を
上
げ
持

続
可
能
な
事
業
に
す
る
た
め

に
、
自
由
乗
降
区
間
の
設
定
・

企
業
に
よ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
バ

ス
停
・
1
か
月
乗
り
放
題
プ

ラ
ン
の
３
つ
を
提
案
し
、
タ

ク
シ
ー
券
の
枚
数
充
実
、
市

外
タ
ク
シ
ー
会
社
の
利
用
緩

和
、
シ
ニ
ア
カ
ー
の
走
行
が

安
全
に
で
き
る
よ
う
歩
道
整

備
を
要
望
。

Ｑ
小
美
玉
市
に
お
け
る
障
が

い
児
に
対
す
る
支
援
施
策
の

現
状
に
つ
い
て
。

Ａ
福
祉
部
長

　
障
が
い
児
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
は
年
々
増
加

Ｑ
全
て
統
括
す
る
児
童
館
を

支
援
拡
充
に
向
け
て
人
口
が

密
集
し
て
い
る
羽
鳥
地
区
へ

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
で
き

な
い
か
。

Ａ
市
長

　
現
在
改
定
を
進

め
て
い
る
第
３
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

お
け
る
子
育
て
世
帯
へ
の

ニ
ー
ズ
調
査
で
の
結
果
を

踏
ま
え
る
ほ
か
、
公
共
施

設
建
築
物
系
個
別
施
設
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

Ｑ
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る

訪
問
支
援
な
ど
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
福
祉
部
長
　
相
談
希
望

者
に
は
来
庁
だ
け
で
な
く

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

等
が
最
寄
り
の
公
共
施
設

や
自
宅
等
を
訪
問
し
相
談

に
応
じ
て
い
る
。
現
在
の

体
制
で
の
定
期
的
な
訪
問

は
難
し
い
が
、
来
年
度
設

置
予
定
の
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
の
中
の
業
務
で
対

応
し
て
い
け
る
と
考
え
る
。

Ｑ
一
時
的
に
家
庭
で
保
育
が

困
難
な
子
ど
も
を
預
か
る
一

時
預
か
り
事
業
の
利
用
時
間

傾
向
で
今
後
も
増
加
傾
向
が

続
く
見
込
み
で
あ
り
今
後
市

内
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
定
員
数
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
。
ま
た
障
が
い
児
支
援

体
制
の
拡
充
や
障
が
い
児
通

所
事
業
所
で
の
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
維
持
、
向
上
が
課
題
。

民
間
事
業
所
と
の
連
携
協
定

締
結
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
に
向
け
た
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
く
。

【
要
望
】
障
が
い
児
支
援
に

関
し
て
未
就
学
の
障
が
い
児

へ
の
支
援
が
重
要
と
考
え

る
。
親
が
安
心
し
て
相
談
で

き
る
よ
う
市
内
６
名
し
か
い

な
い
相
談
支
援
専
門
員
の
充

実
を
要
望
す
る
。

Ｑ
小
美
玉
市
の
今
後
の
福
祉

行
政
に
つ
い
て
。

Ａ
福
祉
部
長
　
医
療
・
介
護
・

障
が
い
者
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
け
る
重
要
性
は
十
分
に

認
識
し
て
お
り
、
第
２
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
事
業
を
着
実

に
実
施
し
な
が
ら
、
誰
も
が

生
き
生
き
と
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り
の
基
本
目
標
達

成
に
向
け
て
、
市
民
の
声
を

反
映
し
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
要
望
】
高
齢
者
や
医
療
・

介
護
従
事
者
・
事
業
所
が
辛

く
苦
し
い
思
い
を
せ
ず
、
福

祉
に
手
厚
い
小
美
玉
市
に
な

る
よ
う
要
望
す
る
。

は
平
日
の
昼
の
み
と
あ
る

が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ
福
祉
部
長

　
土
日
の
一
時

預
か
り
保
育
は
、
今
後
重
要

な
課
題
と
し
て
認
識
し
て

い
る
。
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
調
査
結

果
を
し
っ
か
り
分
析
し
て
、

今
後
の
施
策
に
展
開
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
令
和
４
年
12
月
定
例
会
で

提
案
し
た
Ａ
Ｉ
バ
ス
導
入
の

進
捗
、
ま
た
マ
タ
ニ
テ
ィ
・

子
育
て
タ
ク
シ
ー
の
進
捗
を

伺
う
。

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
Ａ
Ｉ
や

自
動
運
転
を
利
用
し
た
バ
ス

は
、
他
市
導
入
事
例
を
参
考

に
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
運
行
の
課
題
を
整
理
し
、

最
新
の
Ａ
Ｉ
技
術
を
駆
使
し

た
市
民
が
利
用
し
や
す
い
仕

組
み
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

ま
た
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
子
育

て
タ
ク
シ
ー
は
、
ま
ず
本
市

で
は
、
出
産
前
後
の
妊
産
婦

へ
の
支
援
と
し
て
タ
ク
シ
ー

料
金
の
補
助
を
検
討
し
て
い

る
。
近
隣
市
町
村
の
取
組
み

を
調
査
研
究
し
な
が
ら
事
業

化
に
向
け
調
整
し
て
い
る
。

山崎　晴生

村田　春樹

高齢者の方々の移動手段方法を充実させ安心できる生活を

ニーズ調査をして、子育てしやすい小美玉市を！

調査結果のほか公共施設建築物系個別施設計画との整合性を図り、 慎重に検討する
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本市の地場産業は   

本市創業のタカノフーズ㈱をはじめ、カゴメ㈱、横浜ゴム㈱などの製造業、
広く捉えれば観光業、農畜産業も地場産業である

ＴＸの土浦延伸の実現を待つのではなく、できるだけ早期に茨城空港への
ＴＸ延伸について議論していただけるよう、茨城県に働きかける

「茨城空港を活かしたまちづくりについて」：TX茨城空港延伸、知事の発言
「土浦に決定したが将来的な選択肢として残したい」を受け今後どのように動くのか

一般質問

Ｑ
今
回
１
番
重
要
な
こ
と
は
知

事
の
コ
メ
ン
ト
の
中
で
「
土
浦
に

決
定
は
し
た
が
、
茨
城
空
港
方

面
の
延
伸
も
将
来
的
な
選
択
肢

と
し
て
残
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ

る
。
知
事
は
、
茨
城
空
港
案
は

土
浦
で
延
伸
実
績
を
作
っ
た
上

で
、
目
指
す
の
が
望
ま
し
い
と
発

言
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
茨
城
空
港
の

地
元
小
美
玉
市
は
、
夢
破
れ
諦

め
る
こ
と
な
く
未
来
に
向
け
、
引

き
続
き
、
活
動
を
続
け
る
べ
き

だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。
ま

た
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

次
に
、
防
衛
省
に
よ
る
民
航
機

の
着
陸
便
数
制
限
に
対
す
る
今

後
の
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事
の
コ
メ
ン
ト
の
中
に
も
民

航
機
の
着
陸
便
数
は
１
時
間
当

た
り
１
便
に
制
限
さ
れ
て
い
る

茨
城
空
港
案
は
、
こ
の
こ
と
が

懸
念
の
材
料
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

や
は
り
茨
城
空
港
、
百
里
基
地

地
元
自
治
体
と
し
て
、
も
ち
ろ

ん
県
と
連
携
し
、
将
来
の
茨
城

県
の
発
展
、
そ
し
て
小
美
玉
市

の
発
展
の
た
め
、
こ
の
民
航
機
の

発
着
枠
１
時
間
当
た
り
１
便
の

撤
廃
に
つ
い
て
防
衛
省
並
び
に

国
交
省
に
申
し
入
れ
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
副
市
長
　
本
市
と
し
て
は
、

引
き
続
き
、
茨
城
空
港
へ
の
延

伸
の
実
現
に
向
け
、
空
港
の
着

陸
制
限
の
緩
和
等
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
を
行
い
、
空
港
利

用
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
空
港
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
を
起
こ
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
空
港
を
取
り
巻

く
状
況
の
変
化
が
起
き
た
場
合

に
は
、
Ｔ
Ｘ
の
土
浦
延
伸
の
実

現
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
茨
城
空
港
へ
の

Ｔ
Ｘ
延
伸
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
茨
城
県
に

働
き
か
け
る
。
次
に
、
民
航
機

の
着
陸
便
数
制
限
に
対
す
る
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
に
開
港
し
た
茨
城
空
港
は
、

開
港
前
に
国
土
交
通
省
、
防
衛

省
、
茨
城
県
と
の
間
で
合
意
事

項
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
「
１
時
間
当
た
り
着
陸
便

数
を
当
面
１
便
が
基
本
」
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

議
員
ご
発
言
の
と
お
り
、
Ｔ
Ｘ

の
茨
城
空
港
延
伸
に
向
け
て
、

茨
城
空
港
利
用
促
進
の
た
め
に

は
、
民
航
機
の
時
間
枠
の
撤
廃
、

ま
た
は
柔
軟
な
運
用
に
よ
る
増

便
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
本
年
３
月

末
に
市
長
自
ら
が
浜
田
防
衛
大

臣
に
対
し
、
制
限
便
数
緩
和
等

の
要
望
書
を
提
出
い
た
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
５
月
に
は
県
空
港
対
策

課
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
の

航
空
局
長
に
対
し
て
、
防
衛
省

へ
の
要
望
趣
旨
の
報
告
と
と
も

に
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
と
も
、
県
と
連

携
し
て
、
国
に
対
し
増
便
に
係

る
柔
軟
な
運
用
に
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【そ
の
他
の
質
問
】

空
の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」

に
つ
い
て

妊
娠
・
出
産
環
境
の
体
制
づ

く
り
と
支
援
策
（
不
妊
治
療

費
個
人
負
担
分
の
支
援
）
に

つ
い
て

Ｑ
ど
の
よ
う
な
産
業
・
業
種

が
あ
る
か
。

Ａ
産
業
経
済
部
長
　
本
市
に

立
地
す
る
企
業
と
し
て
、
本

市
創
業
の
タ
カ
ノ
フ
ー
ズ
㈱

を
は
じ
め
、
㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
、

㈱
明
治
、
一
番
食
品
㈱
、
カ

ゴ
メ
㈱
な
ど
多
く
の
食
品
製

造
業
の
他
、
横
浜
ゴ
ム
㈱
、

ぺ
ん
て
る
㈱
、
㈱
ク
レ
ハ
な

ど
の
各
種
製
造
業
及
び
こ
れ

ら
に
関
連
す
る
運
送
業
も
重

要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
観
光
資
源
に
つ
い
て

Ａ
産
業
経
済
部
長

　
年
間
１

０
０
万
人
の
来
場
者
が
あ
る

茨
城
空
港
が
一
番
の
観
光
資

源
で
あ
る
。
続
い
て
、
空
の

え
き
そ
・
ら
・
ら
、
霞
ヶ
浦

沿
岸
地
域
と
つ
く
ば
霞
ヶ
浦

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
、
菜
の
花
・

こ
す
も
す
の
希
望
ケ
丘
公

園
、
花
木
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

あ
り
、
各
施
設
の
来
場
者
は
、

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で
近
づ

い
て
き
て
い
る
。

Ｑ
農
業
に
つ
い
て

Ａ
産
業
経
済
部
長
　
本
市
の

主
要
特
産
物
で
あ
る
ニ
ラ
、

レ
ン
コ
ン
、
生
乳
、
鶏
卵
に

つ
い
て
、
認
定
農
業
者
の
統

計
資
料
で
は
、
ニ
ラ
、
43
経

営
体
、
作
付
面
積
１
１
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
収
穫
量
３
，３
１

５
ト
ン
、
レ
ン
コ
ン
は
31
経

営
体
、
作
付
面
積
は
１
３
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
収
穫
量
２
，６

８
９
ト
ン
、
生
乳
、
鶏
卵
の

状
況
は
、
農
林
水
産
省
の
統

計
資
料
で
は
、
生
乳
が
30
経

営
体
、
５
，４
２
７
頭
、
産
出

額
は
46
．
１
億
円
、
鶏
卵
は
、

15
経
営
体
、
鶏
３
６
９
万
８

千
羽
、
産
出
額
が
77
．
５
億

円
で
あ
る
。
今
後
に
お
い
て

は
、
市
の
特
産
物
を
他
と
の

差
別
化
を
図
る
な
ど
市
の
認

定
す
る
小
美
玉
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
つ
な
げ
て
い
く
な
ど
、

安
定
的
な
農
業
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
市
道
外
之
内
０
２
６
９
号

線
の
道
路
改
良
整
備
（
平
成

22
年
12
月
、
３
地
区
合
同
申

請
）
に
つ
い
て

【
要
望
】
申
請
か
ら
相
当
期

間
を
要
し
て
お
り
早
期
整
備

を
要
望
す
る
。

Ａ
都
市
建
設
部
長
　
未
整
備

区
間
の
整
備
に
つ
い
て
市
道

路
整
備
指
針
に
基
づ
き
、
現

地
の
利
用
状
況
や
他
の
地
域

と
の
公
平
性
な
ど
を
考
慮
し

事
業
化
の
判
断
を
し
て
い
く
。

長島　幸男

真家　功
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　　一般質問

堆積土砂の撤去に向けて国や県に要望書を提出した

Ｑ
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
内
の

小
破
堤
の
土
地
の
堆
積
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
現
在

園
部
川
河
口
付
近
に
大
量

の
土
砂
が
堆
積
発
生
し
て

お
り
、
堆
積
し
た
土
砂
が

湖
面
上
に
目
視
で
き
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
堆
積
土
砂
に
よ
っ
て
豪

雨
の
場
合
に
農
業
施
設
や

地
域
住
民
へ
の
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
６
月
の
台

風
時
に
は
ど
の
よ
う
な
状

況
だ
っ
た
か
伺
う
。

Ａ
都
市
建
設
部
長
　
台
風

２
号
等
の
大
雨
の
際
に
、
園

部
川
河
口
付
近
に
設
置
さ

れ
た
、
玉
里
土
地
改
良
区

所
管
の
農
業
取
水
施
設
で
、

取
水
ポ
ン
プ
が
土
砂
流
入

に
よ
り
故
障
す
る
と
い
う

大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

Ｑ
故
障
が
発
生
し
た
農
業

取
水
施
設
は
玉
里
土
地
改

良
区
の
川
中
子
地
区
城
之

内
揚
水
機
場
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
後
の
土
砂
の

Ｑ
福
祉
専
門
職
種
の
効
率
的

な
配
置
と
い
う
観
点
か
ら
、

施
設
一
体
型
で
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
支
援
の
実
施
、

並
び
に
子
ど
も
子
育
て
分
野

に
お
い
て
も
連
携
調
整
を
担

う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存

在
が
重
要
と
考
え
る
。
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
開
設
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

Ａ
福
祉
部
長

　
母
子
保
健

機
能
と
児
童
福
祉
機
能
の

双
方
に
つ
い
て
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
で
き
る
統
括
支
援

員
を
配
置
し
、
小
川
保
健

セ
ン
タ
ー
を
候
補
に
施
設

一
体
型
の
方
向
で
令
和
６

年
４
月
１
日
開
設
を
目
指

し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
枠
配
分
予
算
編
成
の
今

後
、
予
算
編
成
と
行
政
評
価

の
関
係
性
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
財
務
部
長
　
本
年
度
よ
り

総
合
計
画
の
達
成
状
況
や
成

果
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

内
部
評
価
に
加
え
施
策
の
外

部
評
価
を
行
っ
た
。
評
価
結

果
を
踏
ま
え
、
事
業
所
管
課

に
お
い
て
事
業
を
検
証
し
実

施
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
に

よ
り
、
行
政
評
価
、
実
施
計

画
、
予
算
編
成
が
連
動
し
、

撤
去
や
取
水
ポ
ン
プ
の
修

理
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
産
業
経
済
部
長

　
揚
水

ポ
ン
プ
の
取
水
口
に
流
入

を
し
た
土
砂
に
つ
い
て
は
、

既
に
撤
去
を
完
了
し
て
い

る
。
ま
た
、
故
障
し
た
ポ

ン
プ
に
つ
い
て
も
補
修
が

完
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能

に

影

響

の

な

い

状

態

と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
城
之
内
揚
水
機
場
の
ポ

ン

プ

修

理

等

は

既

に

終

わ
っ
て
い
る
と
の
事
だ
が
、

補
助
金
の
見
込
み
は
。

Ａ
産
業
経
済
部
長
　
ポ
ン

プ
復
旧
に
掛
か
る
費
用
に

つ
い
て
は
、
県
央
農
林
事

務
所
を
通
し
て
、
国
の
災

害
復
旧
事
業
の
要
望
を
行

い
、
現
在
は
国
庫
事
業
の

査
定
待
ち
で
あ
る
。

【
要
望
】
霞
ヶ
浦
ウ
ェ
ッ
ト

ラ
ン
ド
内
の
堆
積
土
砂
の

撤
去
を
一
日
も
早
く
実
施

し
て
い
た
だ
く
様
、
国
土

交
通
省
と
茨
城
県
に
強
く

要
望
し
て
ほ
し
い
。

予
算
割
り
当
て
の
優
先
度
、

施
策
に
対
す
る
効
果
の
低
い

事
業
の
予
算
削
減
と
優
先

事
業
へ
の
再
配
分
が
期
待

で
き
る
。

Ｑ
旧
小
川
小
学
校
跡
地
周
辺

と
小
川
河
岸
跡
の
親
和
性
を

活
か
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
を
提
案
す
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
本
田
町
公
民
館
・

本
田
町
交
差
点
か
ら
川
岸
町

方
面
市
道
に
つ
い
て
導
線
と

し
て
一
体
的
な
道
路
整
備
・

維
持
管
理
が
可
能
と
考
え
る

が
、
所
見
は
。

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
小
河
城

跡
周
辺
の
小
川
市
街
地
に
つ

い
て
は
、
小
川
河
岸
の
魅
力

を
活
か
す
た
め
回
遊
性
を
持

た
せ
た
エ
リ
ア
を
検
討
し
て

い
る
。

長津　智之

谷仲　和雄

園部川河口周辺の堆積土砂の撤去を早急に！

こども家庭センター開設スケジュールは

児童福祉法の一部が改正される令和６年４月 1 日を目指す

▲明治前半期の小川河岸 （小川資料館）
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◀おくやみデスク

一般質問

Ｑ
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
に
つ

い
て
は
。

Ａ
教
育
長
　
10
年
ほ
ど
前
に

美
野
里
中
学
校
で
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
「
思
春
期

の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
教
育
活
動
に
取

り
入
れ
て
い
た
。
そ
の
講
習

を
受
け
た
教
員
が
、
生
徒
の

実
態
に
応
じ
て
ラ
イ
フ
ス
キ

ル
学
習
を
行
っ
て
い
た
。
現

在
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
道

徳
や
学
級
活
動
、
ま
た
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
お
い

て
、
人
間
関
係
づ
く
り
や
社

会
性
の
育
成
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導
を

し
て
い
る
。

Ｑ
市
独
自
の
定
住
促
進
を
図

る
よ
う
な
奨
学
金
は
。

Ａ
教
育
長

　
現
在
は
、
人
物

及
び
学
業
と
も
に
優
れ
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
方
を
対
象
に
、
奨
学

金
制
度
を
行
っ
て
い
る
。
１

年
以
上
小
美
玉
市
に
居
住

し
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
に
、
高
校
が
月
額
３
万
円
、

大
学
と
専
門
学
校
が
月
額
５

万
円
、
無
利
子
で
貸
与
し
て

い
る
。

Ｑ
市
周
辺
に
は
、
三
次
救

急
医
療
施
設
が
な
い
。
市
の

一
部
地
域
か
ら
三
次
救
急

施
設
へ
30
分
以
上
か
か
っ

て
い
る
。
こ
の
解
消
の
た
め

に
も
、
６
号
国
道
の
４
車
線

化
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
緊

急
時
、
災
害
時
に
は
緊
急
輸

送
道
路
と
な
る
が
、
東
日
本

大
震
災
時
に
は
６
号
国
道

に
集
中
し
、
物
資
搬
送
の
妨

げ
に
な
っ
た
。
小
美
玉
市

は
、
通
過
交
通
量
が
多
く
、

約
８
割
が
通
過
交
通
量
で

あ
る
。
し
か
し
、
２
車
線
区

間
で
あ
る
た
め
１
日
１
万

７
，
８
０
０
台
、
混
雑
度
合

い
は
１
．
44
と
高
い
。
堅
倉

中
央
で
は
慢
性
的
に
速
度

が
低
下
し
、
中
野
谷
中
央
で

は
７
時
台
で
平
均
速
度
30

キ
ロ
以
下
と
速
度
低
下
が

長
い
区
間
で
発
生
し
て
い

る
。
市
の
見
解
は
。

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
一
日
も

早
く
安
全
で
円
滑
な
交
通
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
国
道
６
号
小
美
玉
道
路
の

早
期
の
計
画
決
定
に
向
け

て
、
国
や
県
、
関
係
自
治
体

と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
中
学
３
年
生
の
英
検
３
級

相
当
以
上
の
英
語
力
を
有
す

る
生
徒
の
割
合
は
。

Ａ

教
育
長
　
本
市
は
34
．

７
％
で
あ
る
。
令
和
９
年
度

に
は
目
標
値
54
％
達
成
を
目

指
す
。

Ｑ
公
文
書
館
の
設
立
を
。

Ａ
総
務
部
長
　
他
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
、
取
組
状
況

や
運
用
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
く
。

鈴木　俊一

小川　賢治

１
．
令
和
５
年
度
の
新
規
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

Ｑ

窓
口
対
応
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
配
置
、
お
く
や
み
デ

ス
ク
の
運
用
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
市
民
生
活
部
長

　
令
和
２

年
度
か
ら
市
役
所
全
体
の
業

務
を
幅
広
く
紹
介
し
、
取
り

次
ぎ
を
行
い
市
役
所
の
案
内

役
と
な
る
職
員
を
配
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
お
く
や
み
デ

ス
ク
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
実
施
、
亡
く
な
ら

れ
た
後
の
年
金
や
、
健
康
保

険
、
市
税
に
関
す
る
手
続
き
、

故
人
に
関
す
る
手
続
き
を
一

本
化
し
て
い
る
。

Ｑ
空
き
家
対
策
推
進
事
業
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
市
民
生
活
部
長

　
①
再
利

用
に
適
さ
な
い
空
き
家
の
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
解
体
撤
去
を
促
す
目
的

で「
空
き
家
等
解
体
撤
去
補

助
金
」を
創
設
し
、
50
万
円
を

限
度
に
解
体
費
用
の
１
／
２

の
補
助
を
開
始
し
た
。

②
「
空
き
家
活
用
支
援
補
助

金
」
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
登

録
物
件
を
取
得
し
た
際
、
50

万
円
を
限
度
に
取
得
費
用
の

５
％
を
補
助
金
と
し
て
交
付

し
て
い
る
。
そ
の
他
、
再
利

用
が
可
能
な
空
き
家
を
購
入

し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、

50
万
円
を
限
度
に
リ
フ
ォ
ー

ム
費
用
の
１
／
２
を
、
家
財

道
具
等
を
処
分
す
る
場
合
、

10
万
円
を
限
度
に
費
用
の

１
／
２
を
補
助
し
て
い
る
。

２
．
公
共
施
設
の
最
適
化
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ
建
替
え
、
分
庁
舎
の
建
設

設
計
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
総
務
部
長

　
６
月
上
旬
の

豪
雨
等
災
害
、
電
気
料
金
等

の
高
騰
に
よ
り
、
分
庁
舎
の

建
設
に
つ
い
て
は
市
の
財
政

事
情
を
勘
案
し
た
上
、
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

②
解
体
：
白
河
診
療
所
、
旧
小

川
幼
稚
園
、
旧
羽
鳥
幼
稚
園
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
総
務
部
長

　
白
河
診
療

所
は
、
５
月
解
体
工
事
発

注
、
10
月
末
の
工
期
内
完
了

を
見
込
ん
で
い
る
。
旧
小
川

幼
稚
園
は
、
10
月
頃
入
札
、

来
年
３
月
末
の
工
事
完
了

に
向
け
て
進
め
て
い
る
。
旧

羽
鳥
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

11
月
頃
に
入
札
、
来
年
３
月

末
の
工
事
完
了
に
向
け
て

進
め
て
い
る
。

国道６号バイパスの早期実現を

早期の計画決定に向け国や県等と連携を図っていく

おくやみデスクの運用は

令和２年度から実施、 故人に関する手続きを一本化している

▲旧羽鳥幼稚園
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地域おこし協力隊員募集を再提案する

　　一般質問

地域の活性化に向けて、 来年度より、 本制度を導入 ・ 活用していく

Ｑ
総
務
省
は
、
地
方
を
元
気

に
す
る
使
命
と
し
て
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
数
を
令
和
８

年
度
に
１
万
人
に
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。
小
美
玉
市
で

の
募
集
を
再
度
提
案
す
る
。

Ａ
副
市
長

　
本
年
度
、
受
け

入
れ
準
備
と
し
て
、
地
域
に

お
け
る
様
々
な
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
掘
り
起
こ
す
調
査
を
行

い
、
募
集
要
項
等
を
作
成
し

て
い
く
。
さ
ら
に
隊
員
受
入

後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り

も
合
わ
せ
て
準
備
を
進
め
た

い
。
ま
た
、
導
入
の
際
は
、

地
域
に
お
け
る
様
々
な
課
題

や
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
調

査
の
中
で
、
隊
員
と
し
て
の

活
動
後
も
定
住
に
繋
が
る
よ

う
な
分
野
を
整
理
し
、
本
市

に
必
要
な
人
材
像
を
明
確
に

し
て
、
募
集
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
旧
上
吉
影
小
学
校
跡
地
と

温
泉
こ
と
ぶ
き
を
連
携
し
、

一
部
宿
泊
施
設
と
し
て
の
利

活
用
を
提
案
す
る
。

Ａ
都
市
建
設
部
長
　
現
在
策

定
中
の
小
美
玉
市
新
ま
ち
づ

く
り
構
想
で
は
、
温
泉
こ
と

ぶ
き
の
更
な
る
利
活
用
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
お

り
、
市
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
こ
と
以
外
に
、

来
訪
者
を
対
象
と
し
た
利
用

拡
大
に
つ
な
が
る
多
様
な
交

流
の
創
出
や
、
農
村
地
域
へ

の
都
市
住
民
の
誘
引
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
た
交
流
の
場
、
災

害
時
の
活
動
拠
点
等
、
マ
ル

Ｑ

教
員
業
務
支
援
員
（
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
）
と
学
習
支
援
員
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て

Ａ

教
育
長

　
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
障
害
者

雇
用
の
促
進
と
、
教
職
員
の

負
担
軽
減
を
図
る
事
を
目
的

と
し
て
、
現
在
６
校
６
名
が

在
籍
し
、
学
習
支
援
員
（
水

泳
や
書
道
）
は
３
名
が
勤
務

し
て
い
る
。
国
か
ら
予
算
と 

人
員
の
倍
増
計
画
が
決
定
さ

れ
た
が
、
本
市
で
も
残
り
３

校
が
未
配
置
で
あ
り
、
現
場

の
声
や
意
見
を
し
っ
か
り
聞

い
て
県
に
し
っ
か
り
繋
い

で
、
更
な
る
教
員
の
業
務
負

担
の
軽
減
が
図
れ
る
様
要
望

し
て
い
く
。

Ｑ
小
川
地
区
園
部
川
流
域
の

防
災
水
害
対
策
に
つ
い
て

Ａ
市
民
生
活
部
長
　
小
川
地

区
園
部
川
流
域
の
水
害
を
防

ぐ
為
に
公
共
下
水
道
雨
水
幹

線
を
整
備
し
、
旧
園
部
川
排

水
施
設
の
排
水
ポ
ン
プ
、
自

家
発
電
施
設
が
あ
り
、
ポ
ン

プ
の
作
動
に
よ
り
排
水
を
ア

シ
ス
ト
し
て
い
る
。
雨
水
幹

線
の
樋
門
（
ひ
も
ん
）
は
下

水
道
課
職
員
が
開
閉
を
行

い
、
排
水
ポ
ン
プ
は
自
動
で

作
動
し
て
、
作
動
時
に
防
災

管
理
課
職
員
の
携
帯
電
話
に

知
ら
せ
が
入
り
、
停
電
時
に

は
自
家
発
電
機
が
作
動
す
る

様
に
な
っ
て
い
る
。
排
水
ポ

チ
に
活
用
で
き
る
場
へ
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。
旧
上
吉

影
小
学
校
の
跡
地
は
、
引
き

続
き
利
活
用
の
検
討
を
進

め
、
温
泉
こ
と
ぶ
き
の
利
活

用
は
、
旧
上
吉
影
小
学
校
跡

地
な
ど
の
周
辺
施
設
と
の
連

携
も
含
め
、
新
ま
ち
づ
く
り

構
想
等
策
定
委
員
会
で
検
討

し
て
い
く
。

Ａ
市
長

　
旧
上
吉
影
小
学
校

の
跡
地
は
、
小
美
玉
市
学
校

跡
地
利
活
用
基
本
方
針
に
基

づ
き
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
小
美
玉
市
新
ま
ち
づ
く

り
構
想
等
策
定
委
員
会
で
も

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
タ
ク
シ
ー
料
金
値
上
げ
へ

の
対
応
、
ま
た
、
年
内
に
使

い
切
っ
た
方
へ
の
対
策
と
し

て
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
増
額

を
提
案
す
る
。

Ａ
福
祉
部
長

　
タ
ク
シ
ー
券

は
１
人
あ
た
り
年
度
内
42
枚

を
上
限
に
交
付
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
実
績
で
全
部
利

用
し
た
方
は
３
９
５
人
で
利

用
者
全
体
の
約
30
％
で
あ
っ

た
。
利
用
を
終
え
た
方
へ
の

追
加
交
付
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
拡
充
も
含
め
た
な
か
で

検
討
し
て
い
く
。

Ａ
市
長
　
タ
ク
シ
ー
料
金
値

上
げ
は
、
移
動
手
段
の
な
い

高
齢
者
に
と
っ
て
負
担
感
の

増
は
大
き
い
も
の
と
考
え

る
。
他
自
治
体
の
事
例
を
調

査
し
、
利
用
者
状
況
を
検
証

し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た

事
業
と
な
る
よ
う
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

ン
プ
か
ら
の
水
門
開
閉
の
判

断
と
作
業
は
、
監
視
カ
メ
ラ

と
水
位
観
測
所
で
モ
ニ
タ
ー

し
逆
流
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

た
場
合
は
防
災
管
理
課
職
員

も
し
く
は
消
防
職
員
が
責
任

を
持
っ
て
行
う
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
周
辺
住
民
の
皆
様

が
も
し
も
の
時
に
円
滑
な
避

難
行
動
が
行
え
る
様
、
情
報

共
有
と
周
知
徹
底
を
図
っ
て

い
く
。

Ｑ
水
利
の
位
置
や
火
災
現

場
の
情
報
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
上
で
共
有
で
き
る
消
防
団

員
用
ア
プ
リ
の
導
入
を
提
言

す
る

Ａ
消
防
長

　
消
防
団
員
用
ア

プ
リ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
迅
速

な
災
害
通
知
と
現
場
情
報
の

共
有
が
実
現
さ
れ
、
そ
の
効

果
と
有
効
性
を
認
識
し
て
い

る
。
今
後
当
市
に
お
い
て
も
、

更
に
情
報
を
収
集
し
消
防
団

活
動
に
よ
り
適
し
た
環
境
を

整
備
し
て
い
く
。

【
要
望
】
こ
の
ア
プ
リ
の
費

用
対
効
果
が
検
証
さ
れ
導
入

が
実
現
し
た
場
合
、
将
来
的

に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ

れ
ば
、
火
災
現
場
だ
け
で
な

く
様
々
な
災
害
対
策
で
の
迅

速
な
情
報
共
有
や
、
災
害
対

策
本
部
立
ち
上
げ
時
の
情
報

収
集
の
要
に
な
る
と
確
信
し

て
い
る
。
是
非
と
も
実
現
に

向
け
て
調
査
研
究
開
始
を
要

望
す
る
。

石井　旭

香取　憲一

消防団員用アプリを活用し、火災現場での消火活動効率化を

更に情報を収集し、 消防団活動により適した環境を整備していく
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  　　市民の声

プレゼントクイズ休止のお知らせ

空のえきそ・ら・ら「フードコートレストランかぐや」の閉店に伴い、

今号につきましては、プレゼントクイズを休止させていただきます。

◆第 68 回クイズの正解：  問① 6　問② 13　　問③ 30

　９月定例会開催中の８月３０日に議員定数等調査研究特別委員会を開催しました。

　昨年９月の委員会設置から協議を続けていた議員定数と報酬について、 各委員から意見を集約した結果を最終日の全

員協議会で諮りました。 結果については、 下記のとおりとなりました。

● 定数　について                     

    ２０名に１０名が投票

　   →　１１/ １９ （日） 改選時は現状の定数２０名

         となりました。

    １８名に　７名が投票

【委員会内での論点の整理】

１． 議会 （委員会） の権限 ・ 機能から見た定数

２． 人口 ・ 面積規模等による定数

３． 本市の現状及び課題並びに将来の予測及び

　　 展望の観点による定数

議員定数及び報酬は現状維持との結論を出す

▲全員協議会の様子 （9 月 19 日）

● 報酬  について

   現状維持に１１名が投票

　   →現状維持の報酬となりました。

   見直しに　　６名が投票

   なお、全員協議会では、欠員１名・欠席２名でありました。

たくさんのご意見、ご感想

ありがとうございました。

市民の声市民の声

国道６号バイパス早期

完成期待しております。 　

（高崎 ・ Ｓ）

応募用のＱＲでは応募できま

せんでした。 改善してもらえると応募し

やすいです。 （西郷地 ・ Ｔ）

毎年、 ８月の終わりに希望が丘で行わ

れていた、 ふれあい祭りがなくなってしまったのが

残念です。 花火大会も場所が遠すぎてもっと近いほ

うがよかったです。 （堅倉 ・ Ｉ）

市議会だよりを読ませて頂き、

議会の様子、 活動がよくわかり、 これから

増々の市の発展を期待します。 頑張って下

さい。 （小川 ・ Ｎ）

一般質問で

は、 子ども達と家庭の問題に

関心を持ちました。 よい結果が導

かれること宜しくお願いします。

（高崎 ・ Ｉ）

第１回おみたま花火大会の件、

大井戸湖岸公園メイン会場での花火大会が事故なく盛大に

行なわれるのを楽しみにしてます。 実行委員の方々お暑いなか、 御

苦労様です。 そして大会の成功と知名度向上を期待し

ます。 （田木谷 ・ Ｔ）
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本会議のライブ中継や録画映像

が 視聴できます

インターネットによる映像配信を行っています。 パソコンや

スマートフォンから視聴できますので、ぜひご利用ください。

ライブ中継 LIVE が表示されている会議を選択し、 ライブ中継をご覧ください。

録画映像配信 インターネット中継を行った過去の本会議をご覧になれます。

議員名から検索会議名から検索

会議を指定して、 録画映像をさがすことができます。 議員を指定して、 録画映像をさがすことができます。

市議会のホームページから会議録を簡単に閲覧 ・ 検索でき

ます。「会議録の閲覧・検索」をクリックすると検索画

面に移ります。 日付や気になるキーワードなどを入力する

と簡単に検索できますので、 議会で何が議論されているか

ぜひご覧ください。

会議録検索システムをご利用ください

※政治家本人が結婚披露宴、葬式等に自ら出席してその場で行う場合は罰則が適用されない場合があります。

　「三ない運動」とは、公職選挙法で禁止され

ている、政治家の寄附は禁止（贈らない）・政

治家の寄附を求めない・政治家の寄附を受け取

らないという３つの運動です。

　政治家が選挙区内の人に金銭や物を贈る行為

や、有権者が政治家に寄附や贈り物を求める行

為も公職選挙法により禁止されています。

　一人ひとりが寄附禁止のルールを守り、明る

い選挙を実現しましょう。

「三ない運動」 を徹底しましょう
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常任委員会活動報告

産業建設

文教福祉

総　務

期　　日  令和 5年 7月 31 日（月）～ 8月 1日（火）

視察内容  ◆ 三笠ジオパーク関係の取り組みについて（北海道三笠市）

  北海道三笠市は豊かな歴史と資源を総合的に活用し、 三笠ジオパ

ークを核とした地域づくりを目指す中、 地域経済の活性化及び文

化の発展に寄与することを目的にした取り組みを行っている。 そ

こで、 認知度の向上や運営主体、 経済効果等のほか観光や教育

の取り組みについて研修した。

　　　　  ◆ ボールパーク誘致の経緯について（北海道北広島市）

  北海道北広島市は官民一体となった機運の醸成や市民理解及び

市民参加の促進、北海道日本ハムファイターズや近隣市町村等

と連携した食の魅力発信を図ること等を目的とした取り組みを

行っている。そこで、誘致活動の経緯や行政サポート、連携事

業等について研修した。

期　　日  令和 5年 7月 4日（火）～ 5日（水）

視察内容  ◆ 子育て健康プラザ事業について（岐阜県可児市）

  可児市は、子育て支援機能を中核とした健康づくり機能と広場

機能による「にぎわい・出会いの場」の創出を目的に、子育て

支援のワンストップサービスなどを展開する子育て健康プラザ

事業を実施している。そこで、運営体制や経費、利用しやすい

環境づくりなどについて研修した。

　　　　  ◆ 不登校支援について（岐阜県各務原市）

  小美玉市教育振興基本計画において、「教育相談体制の充実・強化」

が基本方向として示されるなか、本市の支援体制の充実をさらに

図ることを目的に、不安や悩みを抱える児童生徒の居場所や学習

支援につながるよう、不登校児童生徒への支援拠点である適応指

導教室の求められる役割や機能などの支援体制について研修した。

期　　日  令和 5年 7月 5日（水）～ 6日（木）

視察内容  ◆ 消防団活動のICT活用によるサポートについて（福島県須賀川市）

  福島県須賀川市では消防団活動において ICT を効果的に活用し、

ICT を消防団活動に取り入れることにより災害時における迅速

な収束活動を実現し、地域防災力の向上に繋げている。そこで、

取り組み内容や具体的な成果、課題などについて研修した。

　　　　  ◆ 空家対策と移住定住について（栃木県栃木市）

  空家対策として、補助制度の導入や空き家、空き地バンクの取

り組みを行い、空家対策及び移住定住に向けた取り組みを行っ

ている。そこで、取り組み内容や具体的な成果、課題などにつ

いて研修した。

産業建設常任委員　6名

参加者　委員 4名

文教福祉常任委員　7名

参加者　委員 5名、議長

総務常任委員　5名

参加者　委員 4名
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百里基地対策特別委員会活動報告

　令和 5 年 7 月 19 日、 百里基地対策特別委員会において市長、 議長、 百里基地対策特別委員会委員

長とともに百里基地にかかわる周辺対策について、 北関東防衛局に陳情を行いました。

　基地所在による住民生活への影響、 不利益や障がいを踏まえ、 基地に起因する諸問題について説明し、

地元の実情を理解し周辺対策の一層の充実が図られるよう強く訴えました。

　令和 5 年 8 月 25 日、 百里基地対策特別委員会において副市長、 議長、 百里基地対策特別委員会委

員長とともに百里基地司令に対して、 引き続き基地訓練や飛行時間帯の自粛を求めるとともに、 基地に

関する事故等の速やかな連絡と原因調査結果の報告について、 飛行場周辺の地域振興策を進めるため、

茨城空港の路線拡大に係る便数制限の緩和、 そして基地航空祭行事の交通渋滞対策による周辺地域への

適切な対処についてなど、 今後の運用について配慮を求める申し入れを行いました。

▲防衛省北関東防衛局長に陳情書を提出

▲百里基地司令に申し入れ書を提出



　 12 月 1 日（金）　開会予定 

　  次の定例会は

12 月定例会予定

日日 月 火 水 木 金 土

11/26 27 28 29 30 12/1
本会議

2

3 4 5 6
本会議

（議案説明

等）

7
議案調査

8
議案調査

9

10 11
議案調査

12
議案調査

13
本会議

一般質問

14
本会議

一般質問

15
本会議

一般質問

16

17 18
常任委員会

19
常任委員会

20
常任委員会

21 22
本会議

（報告、採決）

23

永年勤続議員表彰 議会報告 

　全国市議会議長会および茨城県市議会議長会から表

彰を受けられた議員に表彰状の伝達が行われました。

議員が永きにわたり市政発展のために尽くされ、その

功績が認められたものです。今後も一層の活躍が期待

されます。

全国・茨城県市議会議長会表彰

　　議員在職 25 年以上　荒川　一秀

　小美玉市議会では、議会活動について市ホームペー

ジに掲載しました。

　また、市内の主な公共施設等にも設置しております

のでご覧ください。

　市民の皆様からのご要望やご意見がございましたら、

市ホームページまたは、メール・FAX にてご意見をお

寄せください。
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＊ 議場（市役所本庁舎３階）での傍聴には、簡
単な受付（氏名・住所等の記入）が必要です。

＊ 委員会等の詳しい日程については、12 月 1 日（予
定）に開催する議会運営委員会で協議します。
議会事務局までお問い合わせください。

＊ 市ホームページから本会議の模様をインター
ネット配信をしております。パソコン・スマー
トフォンからご視聴できます。また、本庁舎、
小川総合支所、玉里総合支所 1 階ロビーに設
置されているＴＶモニターでもご自由にご覧いた
だけます。（受付不要）

会議の種類 傍聴 モニター中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無
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集  

後  
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